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　「ゆめかおり」は、製パン適正が優れる硬質小麦です。また、コムギ縞萎縮病抵抗性を有し、「農林61
号」と比較して耐倒伏性が強いなど栽培適正が優れるため、主に地産地消向けのパン用小麦として認
定品種に採用されます。

1.「農林61号」より耐倒伏性が優れますが、極端な多肥では倒伏の可能性があるので、地力や生育に
応じて基肥量、追肥量を調整してください。

2. 高い製パン適正を確保するために、蛋白質含量の向上に努めてください。蛋白質含量の向上のため
には黒ボク土圃場で作付し、地力に応じて出穂期～出穂期15日後頃に窒素量で0.2～ 0.4kg/a
の追肥を行ってください。

●主な栽培適地は関東・東山地域です。
●「農林61号」と比較して、出穂期は２日早く、成熟期は同程度。稈長はやや長いが、耐倒伏性は優りま
す。穂長は短く、穂数はやや多いです。

●収量は標準栽培「農林61号」と比べて11％多収。千粒量は重いです。

製パン性・耐病性が優れる小麦 「ゆめかおり」

播種量は7～8kg/10a
収量500kg/10a、子実蛋白質含有率11.5%以上確保するために必要な施肥窒素量は、
高冷地では基肥＋茎立期追肥＋穂揃期追肥＝4+4+4kg/10a、平坦地では、4+8+4kg/10a

　「ふくさやか」は「農林61号」に比べ早生、短稈で倒伏に強く栽培適正に優れます。製粉適正および
製麺適正が優れており、一定の需要が見込まれます。

1. 近畿・中国地方には蛋白質含有率が低くなりがちな地域が多いので、そのような地域では晩期追肥
（出穂10日後）により、蛋白質だけではなく粒量も増えます。ただし蛋白質含有率が高くなりすぎる
と粉色が悪くなるので、蛋白質含有率約10%を目標としましょう。

2. 赤さび病に弱く、うどんこ病にやや弱いです。赤かび病抵抗性は「農林61号」と同程度の「中」、穂発
芽耐性は「農林61号」より弱いです。

●小麦粉のくすみが少なく、ゆで麺の色、麺の食感（粘弾性）が優れています。
●穂数がやや少なく、また短稈で倒伏しにくいので、多肥栽培で増収します。
●関東から九州までの非積雪地帯向けの品種です。
●播種適期は、瀬戸内沿岸では11月中旬、近江盆地では11月上旬、中国地方の標高300m地帯
では10月下旬です。

製麺適正の優れる小麦 「ふくさやか」 1999212963

播種量は全面全層播で10kg/10a程度です。
基肥は4～5kg/10a、追肥（12月下旬～1月下旬）は、窒素：リン酸：加里＝2：0：2kg/10a、
穂肥（2 月下旬～ 3 月上旬）＝4：0：4kg/10a、実肥（4 月下旬～ 5 月上旬）＝4：0：（4）
kg/10a

播種量・施肥量 播種量・施肥量

品種名
出穂期
（月.日）

成熟期
（月.日）

稈長
（cm）

穂長
（cm）

穂数
（本/㎡）

ふくさやか

シラサギコムギ

農林61号

4.15

4.18

4.18

6.2

6.3

6.7

84

94

93

9.0

7.9

8.6

463

411

510

収量
（kg/10a）

477

434

464

千粒重
（g）

35.2

38.6

37.8

注）　播種期は11月15日
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ゆめかおり

農林61号

多肥

標準
標肥

4.25

4.27

6.16

6.16

7.1

7.9

607

530

99

96

0.5

1.2

0.0

0.0

0.0

0.0

51.0

45.8

穂
発
芽
検
定
発
芽
率（
％
）

原
麦
粗
蛋
白（
％
）

111

100

う
ど
ん
こ
病

赤
か
び
病

主要病害倒
伏
程
度

同
左
対
標
準
比
率（
％
）

ａ
当
た
り
収
量（
㎏
）

容
積
重（
ｇ\

ℓ
）

千
粒
重（
ｇ
）

検
査
等
級

幼
穂
凍
死
茎
率（
％
）

790

770

46.3

37.9

1.6

1.1

37

46

13

51

14.6

10.1

注）　播種期は11月6～9日

「海外持出禁止」（公示（農水省HP）参照） 「海外持出禁止」（公示（農水省HP）参照）

　「さとのそら」は、「農林61号」の欠点である熟期が遅い、稈が長く倒伏しやすい、コムギ縞萎縮病に
弱いなどの特性が改善された品種です。「農林 61 号」と同じ通常アミロース含量の日本めん用品種
で、原麦品質、加工適正も良好です。

1. 赤かび病抵抗性は「農林61号」と同等であるため、適期防徐を必ず行ってください。
2. 穂発芽性は難ですが、刈り遅れによる品質低下を避けるため、適期収穫を行ってください。
3. 播種適期は11 月上旬です。12 月以降の遅播きは減収しやすいので、遅くとも11 月中旬までに
播種しましょう。

「農林61号」に比べて以下の特徴があります。
●播性程度がⅣであり、茎立ちが遅く凍霜害（幼穂凍死）を受けにくいです。
●稈長は10cm程度短く、耐倒伏性に優れ、やや多収の早生です。
●コムギ縞萎縮病、うどんこ病、赤さび病に強く、赤かび病抵抗性は同等です。
●製粉適性は同程度～やや優れており、うどん加工適正は同程度です。

1999121880

栽培特性に優れる日本めん用小麦 「さとのそら」

播種量は6～8kg/10a、播種深は2～3cm、
基肥は窒素：リン酸：加里＝6～8：15：12kg/10a

　「カシマゴール」はオオムギ縞萎縮病抵抗性で、うどんこ病にも強い麦茶用品種です。早生で穂数が
多く多収です。成熟後に稈が折れにくいため、安定した収量が得られます。

1. 赤かび病に対する抵抗性は「カシマムギ」と同等の「やや弱」なので、適期防除を必ず行いましょう。耕
種的な防除として、発病圃場では標準的な播種時期より10日ほど播種期を遅らせましょう。

2. 小粒で千粒量がやや軽く、容積重はやや重い、整粒歩合もやや低い品種です。
3. 出穂 15日前～出穂期頃に窒素追肥を行い、粒大の確保及び蛋白質含量の向上に努めてください。
4.「カシマムギ」より葉色が淡く推移するので、追肥の時期・量の判断には注意を要します。

●Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ型のいずれの縞萎縮病ウイルス系統に対しても極強です。
●麦茶の香りの元になるとされる蛋白質の含有率や麦茶粒の外観、麦茶の味・香りは「カシマムギ」と
同程度です。

●栽培適地は、温暖地の平坦地を中心とする地帯です。

縞萎縮病に抵抗性で稈が折れにくい麦茶用六条大麦「カシマゴール」

播種適期は11月上旬、播種量は6～8kg/10a、基肥窒素量は6～8kg/10a
追肥量は葉色だけでなく全体の生育量から判断してください。

播種量・施肥量 播種量・施肥量

品種名
出穂期

（月.日）
成熟期

（月.日）
稈長

（cm）
穂長

（cm）
穂数

（本/㎡）

カシマゴール

カシマムギ

4.11

4.12

5.26

5.26

90

88

4.7

4.9

765

638

耐倒
伏性

うどんこ
病

抵抗性

稈の
折れ

やすさ

やや強

中

収量
（kg/a）

縞萎縮病抵抗性

73.6

67.4

Ⅰ 型 Ⅱ 型 Ⅲ 型

極強

弱

極強

弱

強

やや強

極強

弱

難

やや易

注）　播種期は11月６日

品種名
出穂期

（月.日）
成熟期

（月.日）
稈長

（cm）
穂長

（cm）
穂数

（/㎡）

さとのそら

農林61号

4.24

4.28

6.13

6.17

84

101

8.2

8.1

623

570

0.4

1.9

0.0

0.5

倒伏
程度

原麦
粗蛋白
（％）

検査
等級

0.3

0.0

うどんこ
病

赤かび
病

子実重
（kg/a）

同左
比率

（％）
容積重
（g）

千粒重
（g）

47.5

46.4

104

100

773

785

10.1

10.1

37.3

37.4

1上

1上

注）　播種期は11月6～8日

「海外持出禁止」（公示（農水省HP）参照） 「海外持出禁止」（公示（農水省HP）参照）


